
　令和元年７月２７日（土）、ティアラこうとう大ホール

にて、江東区内都立高校紹介を開催しました（小・中

学生と保護者６８０名が来場）。

　オープニング・パフォーマンスでは、墨田工業高等

学校の和太鼓や城東高等学校のダンスが披露されま

した。

　各校の紹介発表は、動画や画像を織り交ぜて普段の

様子がよく伝わり、来場者は見入っていました。特徴

（アピール・ポイント）も分かりやすかったです。

　高校生の質問タイムでは、高校生の本音を聞くこと

ができたので親近感がわきました。

　全体として、紹介者（高校生）が充実した学校生活

を送っている様子がひしひしと伝わってきたのが印象

的です。将来、高校生になった時の姿を思い浮かべた

小・中学生も多かったでしょう。今回のイベントが、

目標を持つきっかけになればとてもうれしいです。



　大島地区の６人のメンバーは、今年度も子ども会・地区対と

ともにさまざまな行事で地域のこどもたちとふれあっています。

　９月に行われる「江東区民まつり・大島地区大会」のイベント「子ども広場」

には、射的やスーパーボールすくい、おもちゃ作りなど楽しい遊びを目当てに

大勢のこどもたちが集まります。そして、元気いっぱいに遊ぶこどもたちの笑顔

から私たち青少年委員はたくさんのエネルギーをもらっています。

　この笑顔エネルギーを糧にこれからも６人協力して活動してまいります。



　船橋市立大神保キャンプ場において、７月１３日（土）～１４日（日）

ジュニアリーダー上級研修会、７月１４日（日）～１５日（月）中級講習

会キャンプが行われました。

　上級２５名、中級４２名が参加しました。江東区少年団体連絡協議

会からも大勢参加、青少年委員会からは１１名の委員が活動を見守り、

安全管理、スタッフの食事準備などさまざまな協力をしました。

　入村式から始まり、上級はキャンプ

ファイヤーの薪組みや、ゲーム指導

の研修、中級はテント張り、食事作り、

キャンプファイヤーなど、キャンプ

講師指導のもとジュニアリーダーが

中心となって体験しました。

　亀戸地区は今期、新任１名を迎えて亀戸アベンジャーズとして

５名で活動しております。８月２３日には三者懇談会を開催、亀戸

地区８校の小・中学校の校長先生・ＰＴＡ会長・青少年委員で情報交換を行い、有意

義な時間を過ごしました。１０月には亀リンピックスーパードッジボール大会、亀戸

子ども会連合会運動会の運営に携わります。毎年１月開催の亀戸史跡巡り・歩け歩け

大会に多くの小学生と一緒に参加しております。今後も少年交流プラザ職員の方々

とも連携をとりつつ、学校・地域のパイプ役として楽しい活動を続けてまいります。

　江東区では、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会でボランティアを

担う人材を育成するため、区内で活躍する高校生ジュニアリーダー１０名を、米国

オレゴン州へ派遣しています。３年目となる今年は、令和元年８月１８日（日）から

出発し、８日間滞在しました。派遣された１０名は、国際感覚の醸成や、ボランティア

意識、コミュニケーション能力の向上を図るため、慣れない英語を駆使し、こどもや

高齢者に、折り紙やお習字などの日本文化を伝えるボランティア活動などを行いま

した。この貴重な経験を活かし、東京２０２０大会でのボランティア活動をはじめ、今後

もジュニアリーダーの中核メンバーとして、地域で活躍してもらいたいと思います。



　平素より大谷会長をはじめ青少年委員のみなさまには、青少

年の健全育成にご尽力いただき深謝申し上げます。６月１日付

にて青少年課長を拝命いたしました岩崎です。今後とも、よろ

しくお願い申し上げます。

　暑かった夏もようやく過ぎ、スポーツの秋とばかりに近所の

こどもたちが、野球のバットやグローブ、サッカーボールを抱え

て街を横切る姿を見かけます。まだ日焼けあとの残るその笑顔

から、彼らの夏休みの充実を喜ぶとともに、一種の安堵感を覚え

ます。

　昨今、スマホやＳＮＳ等の影響により、こども・若者たちの

生活習慣の変容やコミュニケーション能力の低下が指摘され

ています。

　しかし、時代は変われどこども・若者は今も昔も変わらない。

怖いもの知らずで、好奇心旺盛、素朴で順応性に優れる反面、

未熟な心身にあり余るエネルギーが宿る危うさ。そして、その

エネルギーの矛先を誤った時、不幸な事態を招いてしまうのも、

古今変わらぬ問題です。

　だからこそ、先を行く大人たちがしっかりとこども・若者を

先導し、時代や環境に翻弄されない健全さを、育んでいかなく

てはなりません。

　このことをしっかりと胸に刻み、これから青少年委員のみなさ

まと二人三脚で、全力で取り組んでまいりたいと考えております。

　４月の人事異動により、

青少年課地域連携係の

青少年委員会を担当す

ることとなりました。地

域のコーディネーターとして、家庭や学校などを繋ぎ、

活躍されている青少年委員のみなさまの活動を支え

られるよう頑張りますので、よろしくお願いいたし

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　 （外山）

　今年度で青少年委員担当２年目となります。青少

年委員のみなさまが、お忙しい中こどもたちのために

熱い思いを持って活動されていることに、区の職員

として感謝の気持ちでいっぱいです。今後も青少年

委員のみなさまが円滑に活動できるよう、頑張って

まいりますので、よろしくお願いいたします。（蛭川）

　令和元年６月１日（土）

代々木にある国立オリン

ピック記念青少年総合セ

ンターにおいて、東京都

青少年委員会連合会定期総会が行われました。

　総会終了後の講演会では、筑波大学の土井隆治

教授による「ＳＮＳに流される子どもたち」という

内容でのお話をしていただきました。

１．人間関係の流動化  ２．成熟社会への移行
３．内閉化する交友圏  ４．常時接続の広がり

　以上のような内容を、詳しく調査してくださった

中からさまざまな観点でグラフ化などにして示し

てくださり、とても説得力がありました。

　令和元年９月２１日（土）、墨田区の曳舟文化センターにて、

東京都城東ブロック研修大会が開催されました。今回の研修

は、「青少年リーダー育成体験 ～体験を通じた楽しさからの

学び～」をテーマに、第一部では、墨田区教育委員会事務局の

須藤昌俊氏による「墨田区の青少年リーダー育成事業について」

の講演会が、第二部では、本大会主催の墨田区における「青少

年リーダー育成事業」の紹介と疑似体験を行う３つの分科会が

行われました。分科会では、参加委員も実際にレクゲームなど

を体験することで、リーダー育成における難しさと楽しさを

学ぶことができました。

　今回の経験を、これからの青少年リーダー育成事業に生かし

ていきたいと思います。


